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【提言趣旨要約抜粋掲載】

   Ⅰ. 社会保障と税の一体改革と今後のあり方
 １．社会保障制度のあり方に対する基本的考え方
⑴　年金については、「マクロ経済スライドの厳格な
適用」「支給開始年齢の引き上げ」「高所得者の年金
給付の削減」等、抜本的な施策を実施すべきである。

⑵　医療については、成長分野と位置付け、大胆な
規制改革を行う必要がある。また、給付の急増を
抑制するために診療報酬（本体）体系を見直すと
ともに、後発医薬品（ジェネリック）の使用促進
を強化する。
⑶　介護保険については、制度の持続性を高めるた
めに、真に介護が必要な者とそうでない者とにメ
リハリをつけ、給付のあり方を見直すべきである。

⑷　生活保護については、給付水準のあり方などを
見直すとともに、不正受給の防止などさらなる厳
格な運用が不可欠である。
⑸　少子化対策では、現金給付より保育所の整備な
ど現物給付に重点を置いた方が効果的である。
⑹　企業の過度な保険料負担を抑え、経済成長を阻
害しないような社会保障制度の確立が求められる。

 ２．消費税引き上げに伴う対応措置
⑴　消費税率のさらなる引き上げに対応するため、
現在施行されている「消費税転嫁対策特別措置法」
の効果等を検証し、中小企業が適正に価格転嫁で

きるよう、さらに実効性の高い対策をとるべきで
ある。
⑵　事業者の事務負担、税制の簡素化、税務執行コ
ストおよび税収確保などの観点から、当面（税率
10％程度までは）は単一税率が望ましい。
　　また、インボイスについては、単一税率であれ
ば現行の「請求書等保存方式」で十分対応できる
ものと考えるので、導入の必要はない。
⑶　税の滞納全体に占める消費税の割合は依然とし
て高く、国民に消費税に対する不信感を与える一
因ともなっている。本来、消費税は預り金的な性
格を有する税であることから、消費税率のさらな
る引き上げを考慮すると、その滞納防止に向けて、
制度、執行面においてより実効性のある対策を講
じる必要がある。

 ３．財政健全化に向けて
⑴　財政健全化の達成は税の自然増収や増税のみに
頼るのでなく、聖域なき歳出削減が不可欠であ
る。その際には社会保障をはじめとした各歳出分
野別に削減目標を定め、その達成に必要な具体的
方策と工程表を明示して着実に実行することを求
める。
⑵　消費税率のさらなる引き上げに当たっては経済
への負荷を和らげる財政措置も必要になろうが、
財政健全化の阻害要因とならないよう十分注意す
べきである。

平平平成成成222777年年年度度度税税税制制制改改改正正正ににに関関関すすするるる提提提言言言
秋田北法人会では、平成27年度税制改正に向け、秋田市に対し提言活動を行いました。

　法人会では、各県連からの税制改正に関する要
望事項やアンケートを取りまとめ、９月18日開催
の全法連理事会において「平成27年度税制改正
に関する提言」を決議しました。また、提言の実
現に向け、法人会の全組織を挙げ地元国会議員並
びに地方自治体に対し要望活動を実施しました。

12月１日　林会長と小玉（悦）副会長が秋田市穂積市長へ要望書提出

平成27年度税制改正スローガン
○ まだ道半ば。国・地方とも聖域なき行財政改革の推進を！
○ 厳しい経営実態を踏まえ、中小企業の活性化を図る税制を！
○ 法人の実効税率を20％台に引き下げ、軽減税率も15％の本則化とする見直しを！ 
○ 本格的な事業承継税制を確立し、地域経済を支える中小企業に配慮を！
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⑶　国債の信認が揺らいだ場合、金利の急上昇など
金融資本市場に多大な影響を与え、成長を阻害す
ることが考えられる。市場の動向を踏まえた細心
の財政運営が求められる。

 ４．行政改革の徹底
○社会保障の安定財源確保と財政健全化のために、
消費税が引き上げられることは重要であるが、そ
の前提に「行革の徹底」があったことを改めて想
起する必要がある。
○「まず隗より始めよ」の精神に基づき地方を含め
た政府、議会が自ら身を削らなければならない。
⑴　国・地方における議員定数の削減、歳費の抑制。
⑵　国・地方公務員の人員削減、能力を重視した賃
金体系による人件費の抑制。
⑶　特別会計と独立行政法人の無駄の削減。
⑷　民間にできることは民間に任せるなど、積極的
な民間活力導入を行って成長につなげる。

 ５．共通番号制度について　
○マイナンバーの運用に当たっては国民の利便性を
高めるとともに、制度内容を国民に周知し、定着
に向けて取り組んでいくことが必要である。
○個人情報の漏洩、第三者の悪用を防ぐためのプラ
イバシー保護など制度の適切な運用が担保される
措置を講じるとともに、コスト意識をもつことも
重要である。

 ６．今後の税制改革のあり方
○今後の税制改革に当たっては、①国際間の経済取
引の増大や多様化、諸外国の租税政策等との国際
的整合性②経済の持続的成長と雇用の創出③少子
高齢化や人口減少社会の急進展④グローバル競争
とそれがもたらす所得格差など、経済社会の大き
な構造変化－などにどう対応するかという視点等
を踏まえ、税制全体を抜本的に見直していくこと
が重要な課題である。

  Ⅱ. 経済活性化と中小企業対策

 １．法人税率の引き下げ
　⑴　法人実効税率20％台の実現
⑵　代替財産として課税ベースを拡大するに当たっ
ては、中小企業に十分配慮すべき

 ２．中小企業の活性化に資する税制措置
⑴　中小企業の軽減税率の15％本則化と適用所得
金額の引き上げ
　　中小法人に適用される軽減税率の特例15％を時
限措置ではなく、本則化するよう求める。なお、
直ちに本則化することが困難な場合は、適用期限を
延長すること。また、昭和56年以来、800万円以
下に据え置かれている軽減税率の適用所得金額を、
少なくとも1,600万円程度に引き上げるよう求める。
⑵　中小企業の技術革新など経済活性化に資する措
置は、以下の通り制度を拡充するとともに本則化
することを求める。
①中小企業投資促進税制については、対象設備を
拡充したうえ、「中古設備」を含める。
②少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例
については、損金算入額の上限（合計300万円）
を撤廃する。

 ３．事業承継税制の拡充
⑴　相続税、贈与税の納税猶予制度の要件緩和と充実
①株式総数上限（３分の２）の撤廃と相続税の納
税猶予割合（80％）を100％に引き上げ
②死亡時まで株式を所有しないと猶予税額が免除
されない制度を、５年経過時点で免除するよう
見直す
③対象会社規模を拡大する
⑵　親族外への事業承継に対する措置の充実
⑶　事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事
業承継税制の創設

法 人 会 員 名 代 表 者 名 法　人　住　所
株式会社　桜竹 菅　原　道　雄 秋田市将軍野南４－１－12
東北ラベル　有限会社 吉　敷　憲　幸 秋田市飯島長野中町７－46どうぞよろしく

新 入 会 員 紹 介

平成26年度納税表彰
秋田北税務署長納税表彰
稲　庭　千弥子氏（理　　事）

平成26年度「租税教育推進校等制度」表彰
　当法人会の多年にわたる租
税教育の推進活動が認められ、
12月11日開催した第108回理
事会の席上で、秋田北税務署長
様から、感謝状と記念品の贈呈
を受けた。

東北六県法連表彰
淡　路　　　徹氏（常任理事）
小　林　冨士雄氏（理　　事）
半　田　健　喜氏（理　　事）

祝　おめでとうございます
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　秋田県立美術館の見学研修を実施。美術館の解説員
から、大壁画「秋田の行事」の詳細な説明を受けた。
　終了後、秋田南法人会会員の「料亭　濱乃家」にて
昼食懇談会を
開催、交流を
図りながら和
気あいあいの
内に研修会を
終えた。

　大会初日は「租税教育プレゼンテーション（秋田県民会館）」「部会長ウェルカムパーティー（秋田ビューホテル）」
が開催され、各単位会の租税教育活動発表や情報交換を行った。翌日開催された「部会長サミット（秋田キャッ
スルホテル）」では、法人会青年部会10年後へ向けたアクションプログラムをテーマに、活発な討議を行った。「大
会式典（秋田県民会館）」では、阿部大介大会会長の歓迎の挨拶、法人会総連合の池田弘一会長の主催者代表挨拶、
来賓祝辞、各種表彰と前日の租税教育プレゼンテーションで最優秀賞を受けた徳山周南法人会（山口）の事例発
表が行われた。その後、進藤文仁大会実行委員長が「ユタカな国へ　あきた美じょん」をスローガンに大会宣言
を行い、最後に次回開催地の茨城県青連協の川口会長に大会旗が伝達された。式典終了後、読売新聞特別編集委
員で地元秋田出身の橋本五郎氏による「記念講演」と「懇親会（秋田キャッスルホテル）」が開催された。また、
21日には「物産展（エリアなかいち　にぎわい広場）」と「租税教育活動展示（にぎわい交流館２階展示ホール）」
が別途行われた。
　秋田大会は天候にも恵まれ、盛会裏に無事終了しました。これも各単位会及び青年部会員、大会関係者皆様の
ご支援ご協力の賜物と思います。ありがとうございました。

　11月10日、医学ジャーナリストで医学博士の植田美津
恵さんをお招きし「がんはもう怖くない！中高年の健康管
理」と題して講演会を開催しました。講師ご自身の「がん
体験」もまじえた大変参考になる講演であったと思います。
　会員各位や医療機関、金融機関、地域住民の方々への参加依頼、管内の
広報誌や地元新聞への掲載などを行い、当日は150名余のご来場でした。
　27年度も地域社会貢献運動委員会で企画する予定ですので、ご協力ご
支援願います。

地域社会貢献活動事業

女連協合同研修会参加（９月５日）
（横手法人会女性部会担当）

第28回法人会全国青年の集い秋田大会の開催
≪全国の青年部会員　約2,200人が秋田に集結！！≫

増田町の「歴史的建造物」
見学

横手市内の松與会館で講演会と懇親会

女 性 部 会

平成26年度研修会開催（９月25日）

「キタスカ」

青 年 部 会

平成26年11月20日・21日



－4－

あきた北法人会だより 平成27年２月27日第65号

秋田北・南法人会合同セミナー
☆営業セミナー☆ ☆ⅠＣＴ（情報通信技術）活用セミナー☆

☆総務庶務セミナー☆ ☆税についての総合研修会☆

単価を上げる販売技術

やさしくわかる
　　　総務・庶務の実務

法人税の改正の概要等確定申
告書作成方法のポイント他

講師：㈲マーケティングプラウド
　　　　　　　小杉　　治 氏

講師：㈲ネットパーソンス
　　代表　小林　秀樹 氏

　　　スタジオアットテイク 
　　代表　こばやしたけし 氏

　　　秋田経済新聞 
　　編集長　千葉　尚志 氏

講師：㈱人事サポートプラスワン 
　　　代表　松本　健吾 氏

講師：秋田南税務署  
　　　法人課税　高橋　勝彦 氏

個人課税　鈴木　勇一 氏
資産課税　田川　雅一 氏

▷８月21日（木）　「ユースパル」

▷10月１日（水）　「ユースパル」

▷10月24日（金）「ユースパル」

☆接客サービス「実践力」
　　　　　　習得セミナー☆

ピンチの時のクレーム応対

講師：㈱セミナー東北
　チーフ専任講師　鎌田　昌子 氏
▷12月12日（金）「ユースパル」 ▷１月19日（月）「ユースパル」

◆10月27日（月）潟上五城目地区（五　城　館）
◆10月29日（水）土崎男鹿地区（ホテル大和）

（１）10月28日（火）　対象：10・11・12月決算法人

（２）１月26日（月）　対象：１・２・３月決算法人

　　◆講師　秋田北税務署　藤本上席国税調査官 様

　秋田北税務署様から講師をお迎えし、開催された。

●講習内容及び講師
　（１）「税の役割と税務署の仕事」
　　　　　　　秋田北税務署長　藤　澤　公　範 様
　（２）「国税からの情報提供」
　　　　（国税庁ホームページを見てみよう）
　　　同署法人課税部門統括官　菅　谷　　　浩 様

税務関係講習会

••••• 決 算 法 人 説 明 会 •••••

「キタスカ」
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小学生「税の絵はがきコンクール」

　秋田市立上新城小学校、秋田市立土崎南小学校、秋田市立外旭川小学校、秋田市立金足西小学校、男鹿市立
払戸小学校の６年生より応募があった192通から選ばれた最優秀作品１点、優秀作品９点計10点です。

〈主催〉（公財）全国法人会総連合、東北六県法人会連合会
　　　　（一社）秋田県法人会連合会　女性部会連絡協議会
〈後援〉国税庁

（公社）秋田北法人会女性部会賞

外旭川小学校　石　川　幸　香 さん 外旭川小学校　佐　藤　大　生 さん 外旭川小学校　大　西　洋　晃 さん

払戸小学校　船　木　悠　有 さん 払戸小学校　泉　　　静　菜 さん 外旭川小学校　三　浦　　　和 さん

－平成26年度－

優秀作品優秀作品

優秀作品優秀作品優秀作品

最優秀作品
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　租税教育活動の一環として

管内の小学校（４校）６年生

を対象に、税のＤＶＤ・１億

円レプリカ等を使用しなが

ら、税の仕組みや税の大切さ

について勉強してもらった。

租税教室開催（青年部会・女性部会）

12月８日（月）
秋田市立金足西小学校

講師　石井青年部会長

１月22日（木）
男鹿市立払戸小学校

講師　稲庭女性部会長

12月25日（木）
秋田市立上新城小学校

講師　保坂青年副部会長

外旭川小学校　堀　井　聖　奈 さん 上新城小学校　長　坂　大　樹 さん 土崎南小学校　金　　　桜姫子 さん

金足西小学校　佐　藤　　　颯 さん

12月17日（水）
秋田市立土崎南小学校

講師　稲庭女性部会長　
　　　渡辺青年副部会長

優秀作品優秀作品優秀作品

優秀作品 　優秀作品は、秋田北税務署（展示中）と秋田市北部市民サービス
センター（キタスカ3/12 ～ 3/31）１Ｆに展示いたします。キタ
スカでは、秋田県法連と東北六県連の優秀作品も展示します。
※秋田北法人会のホームページにも掲載
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平成26年分所得税・復興特別所得税、
消費税及び贈与税の確定申告について

●所得税及び復興特別所得税  ２月16日（月）～３月16日（月）
●贈与税　　　　　　　　　  ２月２日（月）～３月16日（月）
●消費税（個人事業者）  　　 １月５日（月）～３月31日（火）

　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」から、
電子申告（ｅ－Ｔａｘ）が簡単な操作で行うことができます。
　※税務署提出用の申告書等を印刷することもできます。

　「申告書作成会場」は、所得税（譲渡所得を含む）・復興特別所得税、消費税及び贈与税の申告書を作成する
会場です。
　税務署内には申告書作成会場を設置しておりませんので、申告書を作成する方は下記の会場をご利用くださ
い。※税務署では、出来上がった申告書の受付や申告書用紙の配布は行っています。

　確定申告により「医療費控除」や「住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）」を受けるには、どのような書
類を用意して、どのように申告すればよいのかといった皆様の声から、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）
に「確定申告特集ページ」を開設し、確定申告に関する様々な情報を提供しています。

　確定申告に関する電話は、電話相談センターへおつなぎします。音声案内に従い「０番」を選択してください。
電話相談センターには、東北税理士会の会員税理士にも従事していただいております。

会　　場 秋田県労働会館「フォーラムアキタ」（秋田市中通６丁目７－36）
専用駐車場はありませんので、公共交通機関のご利用をお願いします。

開設期間 ２月16日（月）～３月16日（月）までの平日
２月22日及び３月１日の日曜日は開設します。

開設時間 午前９時～午後４時
※作成会場は大変混雑しますので、なるべく早い時間帯にお越しください。

※所得税の還付申告書は、２月16日（月）
より前でも提出できます。

▼秋田北税務署　TEL 018（845）1161（代表） 確定申告に関する問合せ

 インターネットで確定申告！

 確定申告書作成会場のご案内

自宅から申告・納税
ができます

 申告と納税は期限内に！ 平成26年分の確定申告書の受付期間は、次のとおりです。

あなたの確定申告をサポートします
～国税庁から給与所得者の皆様へのお知らせ～

■確定申告特集ページでは
　給与所得者の方に向けて、次の還付申告の手続きに
ついて説明しています。
　・医療費控除の還付申告
　・住宅ローン控除の還付申告
　また、確定申告に関して知りたい情報や必要な情報
へすぐにアクセスできます。

■申告書等の作成は「確定申告書等作成コーナー」で
　確定申告特集ページから「確定申告書等作成コー
ナー」を利用すれば、申告書等の作成がこんなに便利
です。
　・24時間いつでも使えます（メンテナンス時間を
除きます。）。

　・画面の案内に従って入力すれば、税額などが自動
計算されます。

　・作成した確定申告書等は印刷して郵送等により提
出できます。

　・また、電子申告等データを作成すれば、e-Taxに
より申告等を行うことができます。

　e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用して
所得税及び復興特別所得税の確定申告をすると、こん
なにいいことがあります。

　① ネットで申告
　② 添付書類の提出省略
　　 （書類の提出又は提示を求められることがあります。）
　③ 還付がスピーディー
　④ 確定申告期間中は24時間受付
　　 （メンテナンス時間を除きます。）
　　 ※e-Taxの利用に際しては、事前準備が必要です。

■そのほかにもできること、いろいろ
・確定申告書の用紙をダウンロードする。
・税法の取り扱いをタックスアンサーで調べる。
・確定申告の手引きをダウンロードする。
・税務署の所在地等を調べる。

■動画で分かりやすく解説
　インターネット番組（Web-TAX-TV）では、税に
関する手続を動画で分かりやすく解説する番組を配信
しています。
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心のブレーキ！

　普通の人材が「期待される人財」に変貌を遂げるの
は、ちょっとしたきっかけであり、まさに百人百様で
はないだろうか。
　精密機械加工を専門とする倉本製作所（仮称）に勤
める今野君が変貌するきっかけとなったのは、人から
見ればさもない事だった。

リーダー失格
　今野君は当時、部下10名を率いるサブリーダーを
務めていた。飾らない親しみを感じるキャラクターで、
部下からは相談しやすい兄貴分的な存在だった。加え
てフットワークの軽さが身上で、その行動の速さには
上司も一目置くほどである。
　良い所をたくさん持っている今野君だが、最大の欠
点は何事においてもルーズなところである。
　朝のグループミーティングにはいつもスベリ込み
セーフ。行動は早いが、準備段取りが出来ていないた
め、指示しっ放し、やりっ放しでミスやクレームが絶
えない。おまけに朝寝坊しているため、髪はボウボウ、
ヒゲ面で朝礼に参加することも再三。服装もだらしな
いのでパートさんからは嫌われ、上司から注意される
ことも度々。言っても効果がないので上司も半ば諦め
の状態である。

大事件勃発
　そんな今野君にとって転機となる日がやってきた。
　彼の現状を憂えた社長が、社外の連続研修コースへ
の参加を命じたのである。
　研修など受けたことのない彼は気が進まなかった
が、命令なので嫌々ながらも参加した。研修の初日、
自己革新の目標を設定するように言われ、考えた末に
彼が決めたのは「毎日、ミーティング10分前に出勤
する」だった。
　上司からは再三注意され、部下からも白い目で見ら
れていた今野君が、自ら改善策を具体的に設定したの
である。「ミーティング10分前に出勤する」という、

やっている人にとっては当たり前で、何の変哲もない
ことだが、彼にとっては大事件である。
　10分前に職場に着くには、今までよりも早く家を
出なければならない。早く出るためには、早く起きな
ければならない。早く起きるためには夜更かしをやめ、
早く寝なければならない。
　当たり前のことだけれど、今野君にとっては生活革
命みたいなものである。毎日寝る前に「早く起きよう」
と決意するのだが、なかなか起きられない。それでも
５カ月の研修が終わるころには、奥さんの協力もあり
ほぼ実施できるまで改善された。

人財への変身
　研修を終えた今野君の生活に大きな変化がおきた。
ミーティングにゆとりを持って参加するため、報告連
絡が行き届き、指示も思いつきでなく、考えた上で出
されるようになりミスも減った。おまけに身だしなみ
も良くなり、パートさんたちの話題に上がることもな
くなった。
　しかし本人も予期しなかった効果としては、家族と
接する時間が増えたことであった。時間がすべて前倒し
になり、仕事の能率が上がったため、以前より早く帰
宅できるようになった。子どもを風呂に入れる時間も
生まれ、朝も一緒に食事をすることができるようになり、
家族とのコミュニケーションが強まったのである。
　ここまでくると変化に加速度がついてくる。今では
職場の誰よりも早く出社し、その日の準備段取りを念
入りに進める今野君の姿が当たり前となっている。
　職場でのポジションもグループリーダーとなり、そ
の１年後は課長へと昇進を重ね、30名を超える部門
のリーダーとして欠くべからざる存在となっている。
　そんなある日、彼は上司との会話の中でこんなこと
を言っていた。「始める前は無理だ、出来ないと思っ
ていたことも、やってみると案外、簡単なことが多い
ことに気づかされました。知らず知らず自分でブレー
キを踏み、出来ないと言っていたのですね。」
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